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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の発光色を有する光源と、
　上記光源からの光を用い、与えられる映像信号に対応した光像を形成して投影する投影
手段と、
　上記投影手段で投影する映像の全面が黒となる場合に、上記光源を発光色毎に発光状態
となる略最低電流に相当する値まで電流値を低下させ、所定の電流値となった発光色の光
源の電流値を、複数の発光色の全てが所定の輝度の発光状態となるまで維持し、上記複数
の発光色のすべてが所定の輝度の発光状態となった時点で上記光源を消灯させる制御手段
と
を備えることを特徴とする投影装置。
【請求項２】
　上記光源は、上記複数の発光色を時分割駆動し、
　上記制御手段は、上記時分割駆動される複数の発光色の駆動周期に同期して上記光源を
消灯させる
ことを特徴とする請求項１記載の投影装置。
【請求項３】
　上記制御手段は、上記光源の発光色毎の発光特性に応じて、最小輝度の発光状態となる
までの駆動条件を個別に設定することを特徴とする請求項１または２記載の投影装置。
【請求項４】
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　上記光源は、複数の発光色の半導体発光素子であることを特徴とする請求項１乃至３い
ずれか記載の投影装置。
【請求項５】
　上記制御手段は、上記光源を全体の色はバランスを保ちながら所定の輝度の発光状態ま
で電流値を低下させることを特徴とする請求項１乃至４いずれか記載の投影装置。
【請求項６】
　上記所定の輝度は、上記光源の発光色毎の最小輝度であることを特徴とする請求項１乃
至５いずれか記載の投影装置。
【請求項７】
　上記制御手段は、上記光源の発光色の少なくとも１つが上記所定の輝度の発光状態であ
るか否かを判定する判定手段をさらに備え、
　上記制御手段は、上記判定手段により上記光源の発光色の少なくとも１つが上記所定の
輝度の発光状態であると判定された場合、該所定の輝度の発光状態であると判定された光
源の電流値を複数の発光色の全てが所定の輝度の発光状態となるまで維持し、上記複数の
発光色のすべてが所定の輝度の発光状態となった時点で上記光源を消灯させる
ことを特徴とする請求項１乃至６いずれか記載の投影装置。
【請求項８】
　複数の発光色を有する光源と、上記光源からの光を用い、与えられる映像信号に対応し
た光像を形成して投影する投影部とを備えた装置での投影制御方法であって、
　上記投影部で投影する映像の全面が黒となる場合に、上記光源を発光色毎に発光状態と
なる略最低電流に相当する値まで電流値を低下させ、所定の電流値となった発光色の光源
の電流値を、複数の発光色の全てが所定の輝度の発光状態となるまで維持し、上記複数の
発光色のすべてが所定の輝度の発光状態となった時点で上記光源を消灯させる制御工程を
有することを特徴とする投影制御方法。
【請求項９】
　複数の発光色を有する光源と、上記光源からの光を用い、与えられる映像信号に対応し
た光像を形成して投影する投影部とを備えた装置が内蔵するコンピュータが実行するプロ
グラムであって、上記コンピュータを、
　上記投影部で投影する映像の全面が黒となる場合に、上記光源を発光色毎に発光状態と
なる略最低電流に相当する値まで電流値を低下させ、所定の電流値となった発光色の光源
の電流値を、複数の発光色の全てが所定の輝度の発光状態となるまで維持し、上記複数の
発光色のすべてが所定の輝度の発光状態となった時点で上記光源を消灯させる制御手段と
して機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、投影装置、投影制御方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示画面内において高いコントラストを実現することが可能な投射型表示装置を
提供するべく、投射光路中に２つの光変調素子を設け、これら２つの光変調素子それぞれ
のコントラストの積を総合的なコントラストとする技術が提案されている。（例えば、特
許文献１）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２６５１２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　上記特許技術に記載された技術を含め、投影系の光路中に絞り機構やシャッタ機構、２
つの光変調素子機構を用いるなど、複雑な構造を採ることにより、高いコントラストを実
現するべく、種々の提案がなされている。
【０００５】
　ところで近年、ＬＥＤ（発光ダイオード）やＬＤ（半導体レーザ）などの半導体発光素
子を光源に用いたプロジェクタ装置が製品化されている。
【０００６】
　この種の半導体発光素子を光源としたプロジェクタ装置では、投影動作中に画面全面が
黒一色となる映像タイミングに合わせて、一時的に光源の素子自体を消灯することにより
、表示素子での漏れ光等による所謂「黒浮き」の発生を回避して、より一層高いコントラ
ストを得ることが可能となる。
【０００７】
　上述したように画面全面が黒一色となる映像タイミングに同期して光源の素子を一斉に
消灯させた場合、投影画像においてはそれまでの光源を点灯した状態から瞬時に完全な黒
い映像となり、投影表現上、ユーザ側からは唐突で多少の違和感を生じる場合もあり得る
。
【０００８】
　そこで、画面全面が黒一色となる映像が連続する場合に、例えば１［秒］程度の一定の
時間幅を設定して、光源の素子の発光輝度を徐々に低下させるような駆動方法が考えられ
る。
【０００９】
　しかしながら、光源に使用される半導体発光素子として、例えば発光色がＲ（赤色），
Ｇ（緑色），Ｂ（青色）の３種類のＬＥＤ（発光ダイオード）を用いる場合、使用するＬ
ＥＤの色毎、正確には素子個体毎に順方向降下電圧等の発光物理特性が異なるため、各色
の発光輝度を徐々に低下させる過程で、全色を正確に同時に消灯させることが困難となる
。
【００１０】
　その結果、消灯が遅れたＬＥＤの発光色が単色の原色あるいは混色による補色としてユ
ーザに知覚されることとなり、画面全面が黒一色となる直前の不自然な投影画像として認
識される。
【００１１】
　本発明は上記のような実情に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、より自
然で違和感なく全面が黒となる映像への遷移が可能な投影装置、投影制御方法及びプログ
ラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の一態様は、複数の発光色を有する光源と、上記光源からの光を用い、与えられ
る映像信号に対応した光像を形成して投影する投影手段と、上記投影手段で投影する映像
の全面が黒となる場合に、上記光源を発光色毎に発光状態となる略最低電流に相当する値
まで電流値を低下させ、所定の電流値となった発光色の光源の電流値を、複数の発光色の
全てが所定の輝度の発光状態となるまで維持し、上記複数の発光色のすべてが所定の輝度
の発光状態となった時点で上記光源を消灯させる制御手段とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、より自然で違和感なく全面が黒となる映像への遷移が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係るプロジェクタ装置の機能構成を示すブロック図。
【図２】同実施形態に係る映像表示と平行して実行される、光量制御の処理内容を示すフ
ローチャート。
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【図３】同実施形態に係る光源発光素子に対する制御の概念を説明する図。
【図４】同実施形態に係る半導体発光素子を時分割駆動する場合の駆動電流の遷移状態を
例示する図。
【図５】同実施形態に係る半導体発光素子を時分割駆動する場合の駆動電流の遷移状態を
例示する図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明をＤＬＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｌｉｇｈｔ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）（登録
商標）方式のプロジェクタ装置に適用した場合の一実施形態について、図面を参照して詳
細に説明する。
【００１６】
　図１は、同実施形態に係るプロジェクタ装置１０の機能回路の構成を示すブロック図で
ある。同図で、外部機器、例えば図示しないパーソナルコンピュータやビデオ再生機能を
有するスマートフォンなどの情報機器からの各種映像信号を映像入力部１１より入力する
。
【００１７】
　映像入力部１１は、必要により入力された映像信号がアナログであればデジタルデータ
化した後、映像処理部１２へ出力する。
【００１８】
　映像処理部１２は、与えられた映像データを、予め設定されている画像サイズ、フレー
ムレート、各画素毎の量子化ビット数等のフォーマットに合わせて変換し、合わせて必要
によりメニュー項目等のＯＳＤ情報の映像を重畳した上で、処理後の映像データに基づい
て映像素子１３を表示駆動する。
【００１９】
　この映像素子１３は、例えばＷＸＧＡ（１２８０ドット×８００ドット）分の画素個数
の極小可動ミラーをマトリックス状に配列したマイクロミラー素子とそのドライバ回路と
で構成され、映像処理部１２の表示駆動に応じた表示動作を行なう。
【００２０】
　この映像素子１３に対して、光源発光素子１４から時分割で原色または補色の光が照射
される。光源発光素子１４は、半導体発光素子であるＬＥＤ（発光ダイオード）及びＬＤ
（半導体レーザ）を備え、原色のＲ（赤色）光、Ｇ（緑色）光、Ｂ（青色）光を単独で発
することにより原色光を、同時に２色あるいは３色を発することにより混色としての補色
光を上記映像素子１３に対して各色時分割となるように循環的に照射する。
【００２１】
　なお光源発光素子１４は、半導体発光素子からの直接光を映像素子１３へ出射する構成
のみならず、例えばＬＤの発するＢ光を光源発光素子１４内部の回転蛍光体に照射してそ
の透過光または反射光として得られるＧ光を映像素子１３へ出射させるような構成も考え
られる。
【００２２】
　映像素子１３での反射光により光像が形成され、形成された光像が投影レンズ部１５に
より拡大されて、被投影対象となる図示しないスクリーン等に向けて照射される。
【００２３】
　上記映像処理部１２はまた、映像データを黒判別部１６へも出力する。黒判別部１６は
、この映像データから、画面全体が黒一色となるか否かをフレーム単位で判別し、その判
別結果を光源電流値演算部１７へ送出する。
【００２４】
　光源電流値演算部１７は、黒判別部１６での判別結果に応じて、上記光源発光素子１４
を構成する個々の半導体発光素子の駆動電流値を算出し、算出結果を光源駆動部１８へ出
力する。
【００２５】
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　光源駆動部１８は、光源発光素子１４の各半導体発光素子に必要な駆動電流を供給する
もので、特に画面全面が黒一色となる投影状態では、光源駆動部１８での算出結果に基づ
いて光源発光素子１４へ供給する駆動電流を制御する。
【００２６】
　次に上記実施形態の動作について説明する。　
　図２は、このプロジェクタ装置１０による投影動作時に、映像処理部１２による映像素
子１３での映像表示と平行して、黒判別部１６、光源電流値演算部１７、及び光源駆動部
１８が映像１フレーム単位で実行する、光源発光素子１４での光量制御の一連の処理内容
を示すフローチャートである。
【００２７】
　その処理当初に、黒判別部１６が映像処理部１２からの１フレーム分の映像データを取
得し（ステップＳ１０１）、その内容から画面全面が黒一色となる映像であるか否かを判
別する（ステップＳ１０２）。
【００２８】
　ここで映像データが画面全面が黒一色となるものではなく、少なくとも画面の一部で明
るさが必要な映像を投影すると判別した場合には、その判別結果により光源電流値演算部
１７が全面が黒一色となる投影状態の継続時間をリセットして「０（ゼロ）」とする（ス
テップＳ１０４）。
【００２９】
　一方、上記ステップＳ１０２において、映像データが画面全面が黒一色となるものであ
ると判断した場合、光源電流値演算部１７はそれまで計時していた、全面が黒一色となる
投影状態の継続時間をプラス更新する（ステップＳ１０３）。
【００３０】
　上記ステップＳ１０３またはＳ１０４の処理後、光源電流値演算部１７はその時点で計
時していた、全面が黒一色となる投影状態の継続時間から、光源発光素子１４を構成する
各色毎の半導体発光素子の出力率を計算する（ステップＳ１０５）。
【００３１】
　ここで上記出力率［％］は、次式　
出力率＝１００[％]－Ｔbk×α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…(1)　
（但し、Ｔbk：全面黒の時間［ミリ秒］、　
　　　　　α：予め与えられる係数。）　
で与えられる。
【００３２】
　上記ステップＳ１０４で全面が黒一色となる投影状態の継続時間をリセットして「０（
ゼロ）」とした場合には、上記（１）式の右辺第２項が「０（ゼロ）」となるので、出力
率は１００［％］となる。　
　上記出力率の算出後、光源電流値演算部１７はすべての色の発光素子の素子の出力率が
、発光を維持する最低電流に相当する値に達したか否かを判断する（ステップＳ１０６）
。
【００３３】
　ここですべての色の発光素子の出力率のうち、１つでも発光を維持する最低電流に相当
する値に達していないと判断した場合（ステップＳ１０６のＮｏ）、光源電流値演算部１
７はその時点の出力率に応じて、発光を維持する最低電流に相当する値に達している色の
発光素子に関してはその出力率を維持しつつ、その他の色に関してはその時点の出力率に
応じて駆動電流を低下設定する電流下限処理を行ない（ステップＳ１０８）、設定した各
色毎の電流値にしたがって光源駆動部１８による光源発光素子１４の駆動を実行させた上
で（ステップＳ１０９）、再び上記ステップＳ１０１からの処理に戻る。
【００３４】
　なお直前の上記ステップＳ１０５で算出した出力率が１００［％］であった場合には、
上記ステップＳ１０８において、上記電流下限処理をキャンセルし、すべての色の発光素
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子の出力率をその時点で設定されている投影モードの定格電流の１００［％］とした上で
、続くステップＳ１０９において、光源駆動部１８による光源発光素子１４の駆動を実行
させることになる。
【００３５】
　また上記ステップＳ１０６において、すべての色の発光素子の素子の出力率が、発光を
維持する最低電流に相当する値に達したと判断した場合（ステップＳ１０６のＹｅｓ）、
光源電流値演算部１７は、全色の発光素子への駆動電流を「０」とし（ステップＳ１０７
）、光源発光素子１４を消灯させた上で（ステップＳ１０９）、再び上記ステップＳ１０
１からの処理に戻る。
【００３６】
　図３は、光源発光素子１４を構成する半導体発光素子が例えばＲ光、Ｇ光、Ｂ光を発す
る３種類であった場合の、上記図２での制御の概念を説明する図である。
【００３７】
　画面全面が黒一色ではない通常の映像投影時には、上記ステップＳ１０１，Ｓ１０２，
Ｓ１０４，Ｓ１０５，Ｓ１０６，Ｓ１０８，Ｓ１０９の処理を繰返し実行し、Ｒ，Ｇ，Ｂ
の各色半導体発光素子に対する駆動電流をそれぞれ定格通り１００［％］を維持した状態
で発光駆動する。
【００３８】
　そして、図３中のタイミングｔ11で示すように、画面全面が黒一色となったと黒判別部
１６が判別した時点から、上記ステップＳ１０１，Ｓ１０２，Ｓ１０３，Ｓ１０５，Ｓ１
０６，Ｓ１０８，Ｓ１０９の処理を繰返し実行し、上記タイミングｔ11からの時間経過に
合わせて上記出力率を徐々に低下させ、各色毎の駆動電流の比率を保持ながらＲ，Ｇ，Ｂ
の各色半導体発光素子に対する駆動電流を徐々に低下させることで、全体の色バランスを
保ちながら輝度を落としていく。
【００３９】
　その後、例えば図３（Ｂ）に示すようにＢ光の半導体発光素子が発光を維持する最低電
流となった時点で、当該半導体素子に対してはこの最低電流を維持するよう光源電流値演
算部１７が設定する。
【００４０】
　さらに図３（Ａ）に示すようにＧ光の半導体発光素子も発光を維持する最低電流となっ
た時点で、当該半導体素子に対してもこの最低電流を維持するよう光源電流値演算部１７
が設定する。
【００４１】
　そして、図３（Ｃ）に示すようにＲ光の半導体発光素子も発光を維持する最低電流とな
ったタイミングｔ12で、上記ステップＳ１０６において、すべての色の発光素子の素子の
出力率が、発光を維持する最低電流に相当する値に達したと判断すると、光源電流値演算
部１７は、続くステップＳ１０７において全色の発光素子への駆動電流を「０」とし、光
源発光素子１４全体を消灯させた上で、上記ステップＳ１０１からの処理に戻る。
【００４２】
　以後、映像入力部１１からの映像データが依然として画面全面が黒一色となるものであ
る間は、上記ステップＳ１０１，Ｓ１０２，Ｓ１０３，Ｓ１０５，Ｓ１０６，Ｓ１０７，
Ｓ１０９の処理を繰返し実行し、光源発光素子１４を消灯させた投影状態が維持される。
【００４３】
　その後、映像入力部１１からの映像データが画面全面が黒一色ではない通常の映像投影
時に戻った場合、上記ステップＳ１０２でそれを判断し、以後上記ステップＳ１０１，Ｓ
１０２，Ｓ１０４，Ｓ１０５，Ｓ１０６，Ｓ１０８，Ｓ１０９の処理を繰返し実行し、Ｒ
，Ｇ，Ｂの各色半導体発光素子に対する駆動電流をそれぞれ定格通り１００［％］を維持
した発光駆動に復帰する。
【００４４】
　なお、このプロジェクタ装置１０が、Ｒ，Ｇ，Ｂそれぞれに独立した計３個の映像素子
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１３を用い、同時並行して原色画像の投影を行なう、所謂３板式のプロジェクタ装置であ
ればそのまま上記図３の駆動制御方法が適用可能である。
【００４５】
　しかしながら、映像素子１３が１個のマイクロミラー素子とその駆動回路で構成され、
光源発光素子１４から時分割で例えばＲ，Ｇ，Ｂの原色光（及び補色光）を照射して各色
の光像を時分割で形成するような、所謂単板式のプロジェクタで時分割駆動を行なう場合
には、実際の光源発光素子１４の駆動タイミングは図４に示すようになる。
【００４６】
　図４は、Ｇ光、Ｂ光、Ｒ光の順序で１フレーム周期として光源発光素子１４の各色半導
体発光素子を時分割駆動する場合の、画面全面が黒一色となる際の駆動電流の遷移状態を
例示する図である。
【００４７】
　同図では、光源発光素子１４でＢ光を発光駆動中のタイミングｔ21から、画面全面が黒
一色となったと判別して上記出力率を徐々に低下させ、各色毎の駆動電流の比率を保持し
ながらＲ，Ｇ，Ｂの各色半導体発光素子に対する駆動電流を徐々に低下させ、色バランス
を保ちながら発光量を落としていく。
【００４８】
　その後、例えば図４（Ｂ）に示すようにＢ光の半導体発光素子が発光を維持する最低電
流となった時点でその最低電流を維持する。さらに、図４（Ａ）に示すようにＧ光の半導
体発光素子も発光を維持する最低電流となった時点でその最低電流を維持する。
【００４９】
　そして、図４（Ｃ）に示すようにＲ光の半導体発光素子が発光を維持する最低電流とな
ったタイミングｔ22で、すべての色の発光素子の素子の出力率が最低電流に相当する値に
達したと判断すると、光源電流値演算部１７が全色の発光素子への駆動電流を「０」とし
、光源発光素子１４全体を消灯させる。
【００５０】
　この場合、映像１フレームがＧフィールド、Ｂフィールド、及びＲフィールドを１周期
で構成して色バランスをとるものとしており、各発光素子の駆動特性が上記と異なって、
例えば「ｎ－１」番目のフレームのＲフィールドで先にＲ色の発光素子が発光を維持する
最低電流となり、続く「ｎ」番目のフレームのＧフィールドでＧ色の発光素子が発光を維
持する最低電流となり、ＢフィールドでＢ色の発光素子が発光を維持する最低電流となっ
た場合、当該フレームにおける色バランスを維持するため、フレーム最後のＲフィールド
でさらに最低電流での発光を維持した後に、続く「ｎ＋１」番目のフレームの開始タイミ
ングで全色の発光素子への駆動電流を「０」にするものとしても良い。
【００５１】
　また光源発光素子１４において、１色の半導体発光素子の発する直接光と、蛍光体を介
して周波数変換した間接光とを用いる場合の駆動例についても説明しておく。
【００５２】
　図５は、Ｇ光、Ｂ光、Ｒ光の順序で１フレーム周期とし、Ｇ光は直接光であるＢ光を発
する半導体発光素子からの光を蛍光体に照射して得られる反射光として取り出すものとし
て光源発光素子１４の各色半導体発光素子を時分割駆動する場合の、画面全面が黒一色と
なる際の駆動電流の遷移状態を例示する図である。
【００５３】
　この場合、同一の半導体発光素子であっても、間接光であるＧ光を発する場合と直接光
であるＢ光を発する場合とでは、発光効率の点から１００［％］の出力率での駆動電流が
異なり、Ｇ光を発する場合に、より高い電流が必要となる。但し、最低限の発光を維持す
る最低電流については共通となる。
【００５４】
　同図では、光源発光素子１４でＢ光を発光駆動中のタイミングｔ31から、画面全面が黒
一色となったと判別して上記出力率を徐々に低下させ、各色毎の駆動電流の比率を保持し
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ながらＲ，Ｇ，Ｂの各色半導体発光素子に対する駆動電流を徐々に低下させ、色バランス
を保ちながら発光量を落としていく。
【００５５】
　その後、例えば図５（Ａ）に示すようにＢ光の半導体発光素子が発光を維持する最低電
流となった時点でその最低電流を維持する。さらに、同図５（Ａ）に示すようにＧ光の半
導体発光素子も発光を維持する最低電流となった時点でその最低電流を維持する。
【００５６】
　そして、図５（Ｂ）に示すようにＲ光の半導体発光素子が発光を維持する最低電流とな
ったタイミングｔ32で、すべての色の発光素子の素子の出力率が最低電流に相当する値に
達したと判断すると、光源電流値演算部１７が全色の発光素子への駆動電流を「０」とし
、光源発光素子１４全体を消灯させる。
【００５７】
　なお、上記光源発光素子１４の発光色は上述した単色による原色光Ｒ，Ｇ，Ｂのみなら
ず、複数色の発光素子を同時に駆動してその混色である補色を出射するものとしても良く
、それら発光色の種類及び順序等を限定するものではない。
【００５８】
　以上詳述した如く本実施形態によれば、より自然で違和感なく全面が黒となる映像への
遷移が可能となる。
【００５９】
　また上記実施形態では、時分割駆動される複数の半導体発光素子の駆動周期に同期して
上記光源を消灯させるものとしたので、フレーム単位での色バランスを崩すことなく、よ
り自然に全面が黒となる映像へと遷移させることが可能となる。
【００６０】
　なお上記実施形態では、説明を簡易にするために、駆動電流と発光量とが比例するとい
う前提に基づいて、上記図３乃至図５に示した如く出力率が１００［％］の状態から最低
電流となるまでの駆動電流値を直線状に変化するものとして説明したが、使用する素子の
種類（構造）による特性や、各素子の個体差に応じた特性等を考慮し、駆動電流と発光量
との特性に基づいて駆動電流値の変化特性を各種曲線状に変化するように予め設定するも
のとしても良い。
【００６１】
　このような設定を行なうことで、各色毎、各個体毎の半導体発光素子に対応し、他の発
光素子との色バランスを保った状態での光量制御が実現できる。
【００６２】
　その他、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で種々に変形することが可能である。また、上述した実施形態で実行さ
れる機能は可能な限り適宜組み合わせて実施しても良い。上述した実施形態には種々の段
階が含まれており、開示される複数の構成要件による適宜の組み合せにより種々の発明が
抽出され得る。例えば、実施形態に示される全構成要件からいくつかの構成要件が削除さ
れても、効果が得られるのであれば、この構成要件が削除された構成が発明として抽出さ
れ得る。
【００６３】
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。　
［請求項１］　
　複数の発光色を有する光源と、　
　上記光源からの光を用い、与えられる映像信号に対応した光像を形成して投影する投影
手段と、　
　上記投影手段で投影する映像の全面が黒となる場合に、上記光源を発光色毎に所定の輝
度の発光状態となるまで輝度を低下させ、上記複数の発光色のすべてが所定の輝度の発光
状態となった時点で上記光源を消灯させる制御手段と　
を備えることを特徴とする投影装置。　
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［請求項２］　
　上記光源は、上記複数の発光色を時分割駆動し、　
　上記制御手段は、上記時分割駆動される複数の発光色の駆動周期に同期して上記光源を
消灯させる　
ことを特徴とする請求項１記載の投影装置。　
［請求項３］　
　上記制御手段は、上記光源の発光色毎の発光特性に応じて、最小輝度の発光状態となる
までの駆動条件を個別に設定することを特徴とする請求項１または２記載の投影装置。　
［請求項４］　
　上記光源は、複数の発光色の半導体発光素子であることを特徴とする請求項１乃至３い
ずれか記載の投影装置。　
［請求項５］　
　上記制御手段は、上記光源を全体の色はバランスを保ちながら所定の輝度の発光状態ま
で輝度を低下させることを特徴とする請求項１乃至４いずれか記載の投影装置。　
［請求項６］　
　上記所定の輝度は、上記光源の発光色毎の最小輝度であることを特徴とする請求項１乃
至５いずれか記載の投影装置。　
［請求項７］　
　複数の発光色を有する光源と、上記光源からの光を用い、与えられる映像信号に対応し
た光像を形成して投影する投影部とを備えた装置での投影制御方法であって、　
　上記投影部で投影する映像の全面が黒となる場合に、上記光源を発光色毎に所定の輝度
の発光状態となるまで輝度を低下させ、上記複数の発光色のすべてが所定の輝度の発光状
態となった時点で上記光源を消灯させる制御工程を有することを特徴とする投影制御方法
。　
［請求項８］　
　複数の発光色を有する光源と、上記光源からの光を用い、与えられる映像信号に対応し
た光像を形成して投影する投影部とを備えた装置が内蔵するコンピュータが実行するプロ
グラムであって、上記コンピュータを、　
　上記投影部で投影する映像の全面が黒となる場合に、上記光源を発光色毎に所定の輝度
の発光状態となるまで輝度を低下させ、上記複数の発光色のすべてが所定の輝度の発光状
態となった時点で上記光源を消灯させる制御手段として機能させることを特徴とするプロ
グラム。
【符号の説明】
【００６４】
１０…プロジェクタ装置、
１１…映像入力部、
１２…映像処理部、
１３…映像素子、
１４…光源発光素子、
１５…投影レンズ部、
１６…黒判別部、
１７…光源電流値演算部、
１８…光源駆動部。
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